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令和５年６月15日 基地周辺対策特別委員会 議事録 

10時00分 開会 

 

○出席委員 （８人） 

   委 員 長 北地 範久 

   副委員長 児玉 朋也 

   委 員 末広 天佑、小中 真樹雄、中川 智之、和田 芳弘、山崎 年一、 

        寺岡 公章 

   議  長 賀屋 幸治 

   副 議 長 網谷 芳孝 

○欠席委員 なし 

 

○北地委員長 おはようございます。定足数に達しておりますので、ただいまより会議を開

きたいと思います。 

  本日、先にメールしていますように、令和５年度の緊急地震速報訓練がございますので、

出席されている皆様には、訓練の御協力のほうをよろしくお願いいたします。 

  それでは、開会に当たりまして、市長に御挨拶をいただきたいと思います。 

  市長。 

○入山市長 基地周辺対策特別委員会、開催ありがとうございます。よろしくお願い申し上

げます。 

○北地委員長 ありがとうございました。 

  それでは、日程にしたがって進めさせていただきます。 

  それでは、まず、日程１、執行部報告事項についてを議題といたします。 

  執行部から報告をよろしくお願いいたします。 

  課長。 

○田中危機管理課長 おはようございます。 

  それでは、資料１から資料４による定例の報告から始めてまいります。 

  まず、資料１を御覧ください。 

  こちらは、阿多田地区における日常の航空機の騒音状況について、漁協の職員の方にお

願いをいたしまして、御自身や住民の方が感じたことの実情等について、記載をお願いし

ているものでございます。今年の２月から４月までの間のものとなっています。今回は合

計で16件の記録が残されております。 

  この報告内容につきましては、毎月、防衛省中国四国防衛局岩国防衛事務所のほうに、

騒音苦情の実態といたしまして情報提供するとともに、騒音対策への配慮、それから、訓

練等の情報提供についてお願いをしているところでございます。 

  続きまして、資料２を御覧ください。一旦止めます。 

〔緊急地震速報訓練〕 

○北地委員長 御協力ありがとうございました。 
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  それでは、お願いいたします。 

○田中危機管理課長 資料２のところから始めます。２ページですね。 

  こちらは、阿多田島漁協の屋上に防衛省が設置しております騒音自動測定器で測定した

航空機等が飛来した際の音をデシベル値で表したものとなっております。１日単位、発生

時間別でまとめた結果となっておりまして、こちらも令和５年の２月から４月までの内容

となっております。 

  90デシベル以上となったところが黄色で表示されておりますが、こちらを数えてみます

と、２月は87回、３月が47回、４月が76回で、３カ月の合計では210回となります。前回

の委員会で報告しました昨年の11月から今年１月までの３カ月合計、こちらは176回でし

たので、比較してみますと回数で言えば34回、率にして19％程度の増加ということになっ

ております。 

  なお、前年度の同時期の合計は223回、大体似たような数字なんですけども、比較しま

すと若干６％程度ですが減少しております。 

  ちなみに11月上旬に空母艦載機が岩国基地のほうに帰還して以来、11月から翌年４月ま

での間、騒音発生が増加する傾向がございます。令和２年11月から令和３年４月までの90

デシベル以上の６カ月間合計は597回ございました。次の年、令和３年11月から令和４年

４月までの６カ月合計ですと636回ということで、また、前の年と比べて７％の増加とい

うことになっておりました。今回ですが、令和４年11月から令和５年４月までの６カ月合

計は386回となっておりまして、前年と比べますと４割程度の減少ということになってお

ります。 

  これはなぜだろうかということでちょっと考えてみたんですけども、昨年11月から今年

の１月までの３カ月合計が、前年に比べまして半分以下に減少していることが起因してい

るのではないかと思われます。 

  続きまして、14ページに飛びます。 

  今度は、資料３を御覧ください。 

  こちらは、防衛省が岩国航空基地の周辺市町25カ所に設置しております騒音測定器から

計測された値をうるささ指数に変換して集計したものでございます。こちら全て、中国四

国防衛局のホームページ上に掲載されているものとなっております。 

  最初の表が、月別の平均値を掲載したもので、14ページから16ページまでが令和４年度

分、17ページから19ページまでが令和５年４月分となっております。 

  20ページから28ページまでが、令和５年２月から４月までの毎日の計測結果を示した表

となっております。 

  大竹市の測定地点は、ナンバー７の阿多田島漁業協同組合と、ナンバー９のサントピア

大竹の２カ所となっております。 

  こちらの月別平均値の表の上段Ｌｄｅｎというやつですが、Ｌｄｅｎの平均値で測定地

点のうち、居住地に該当するもので比較をしてみますと、昨年８月までは、ナンバー７の

阿多田島、これが最も高い数値を示しておりますけれども、９月から11月までナンバー８、

岩国市由宇町にございます測定地点が一番高い数値を示して、また12月から今年の４月ま
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で、再び阿多田島が最も高い数値を示しているという状況でございます。 

  続きまして、29ページの資料４を御覧ください。 

  こちらは、資料３のＷ値というところの月別平均値を折れ線グラフ表したものになって

おります。ナンバー７の阿多田島とナンバー３、岩国基地の北側にございます岩国市三笠

町東中学校の測定地点の数値を比較したものとなっております。 

  データの見方としましては、緑色の線が平成20年度で滑走路沖合移設前、青色の線が平

成28年度で沖合移設後、黄色の線が令和元年度、ピンク色の線が令和４年度で、空母艦載

機の移転後の計測値という比較になっております。令和５年度ですが、４月のみの表示と

なりますので、表の左上になりますが、黒いペケ印のような点で示されている、これにな

ります。値としましては、令和元年度及び令和４年度とほぼ同じぐらいの値になっており

ます。令和４年度の特徴を見てみますと、ピンク色の線ですね、４月に高い値を示して以

来、若干低下の傾向はあるものの横ばいに近い形で10月まで推移して、11月から再び増加

傾向に転じております。例年と違う内容といたしまして、６月から７月にかけて外来機が

岩国基地に飛来、滞在しまして、訓練を実施したこと、それから、８月から９月にかけて

空母艦載機が岩国基地に一時帰還しまして、滞在中にも訓練を実施したことが影響してい

るのではないかと考えられます。 

  それから、図中にはございませんけれども、令和４年度の空母艦載機が岩国基地に帰還

した11月以降の騒音状況、令和３年度の同時期と比較してみますと、若干低くなっている

という状況ではございました。 

  ここまでが定例の報告なんですが、その他の追加として資料５がございます。30ページ

の資料５の令和４年度米軍機の航空機騒音発生状況等の概要という資料を御覧ください。

こちらは、広島県が半年ごとに記録を出しているものでございます。 

  ３番目の概要の（３）集計結果のところに表が出ておりますが、こちらは国設置の騒音

の測定値、航空機騒音で70デシベル以上が発生したものについて、回数を記録し、県内設

置箇所６地点の比較をしたものになっております。大竹市は、阿多田島と西栄、サントピ

ア大竹ですね、こちらの数字が出ているというものです。 

  令和４年度の阿多田島の発生回数、こちら4,087回ということで、県内最多であること

はこれまでの年度と変わりはございませんけれども、西栄においても1,376回と増加が著

しいと。前年度の1.5倍となっております。 

  ちなみに、昨年の12月の基地周辺対策特別委員会で報告いたしました令和４年度上半期、

９月末までの実績ですと阿多田島が1,836回で、西栄が532回ですので、先ほど申し上げま

した全体の数字と引き算してみますと、下半期が、阿多田島が2,251回、西栄が844回とい

うことで、下半期のほうが発生回数が多くなっているということが分かります。 

  次のページをめくっていただきまして、こちらが、各市町での米軍機の低空飛行の目撃

情報を集計して比較した表となっております。 

  （１）から（４）までの順番に平成30年度以降の年度別の集計値、それから、昨年度の

市町別の集計、それから、曜日別、それから、時間帯別といった集計になっております。 

  報告は以上でございます。よろしくお願いします。 
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○北地委員長 ありがとうございました。 

  ただいまの御報告いただきました件につきまして、よく分からない点とか、再度聞いて

みたいというところがございましたら質疑をお願いいたします。 

  質疑はございますでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 ありませんか。それでは、ちょっと１点、令和４年度はかなり増えとるよう

なんですが、何か市民からの苦情とかそういうのはありましたでしょうか。特に増えたと

か、そういった点はいかがでしょうか。 

  課長。 

○田中危機管理課長 体感的にというか、数字的にはそんなに増えてないというのが実情で

す。 

  以上です。 

○北地委員長 ありがとうございました。苦情のほうはあんまり増えてないということです

が、数としては随分増えていると、後半に。 

  他にございませんでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 それでは、ないようでございますので、以上で、日程１については終了とい

たします。 

  それでは、続きまして、日程２、中間報告についてを議題といたします。 

  去る４月10日に中間報告の案を基地周辺対策特別委員会の皆さんにはメールでお伝えは

していると思いますけども、修正があれば、４月17日までにお願いしていたわけですけど

も、その間、１点ちょっと修正ございましたけども、そのほかの修正等の連絡はないよう

でございました。 

  この報告書で基地周辺対策特別委員会の中間報告を６月の定例会最終日に委員長のほう

から報告させていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○北地委員長 それでは、よろしくお願いいたします。 

  以上で、日程２については終了いたします。 

  以上、全ての日程を終了いたしましたので、基地周辺対策特別委員会を終了いたします。 

  ありがとうございました。 

 

10時14分 閉会 


